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太田川水系をネット ワーク する情報誌てく てく 太田川 第23 号

第

11
回青島

晃
の

てくてく太田川の

バックナンバーはこちらから

鎌田神明宮

府八幡宮

磐田駅

大池

今之浦

磐田原台地

旧国道1号線
見付
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ご意見、ご感想をお送りください。また、太田川

水系の川に関する情報や、感動的な写真もあわ

せて募集します。太田川情報編集局事務局まで。

発行日 2024年3月1日

発行者 静岡県袋井土木事務所
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TEL 0538-42-3289 FAX 0538-43-0919

E-mail:fukudo-kasen@pref.shizuoka.lg.jp
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図書カードが

当たる!!
2024てく てく 太田川

ものしり クイズ
「てくてく太田川」は創刊何周年でしょうか？
①20周年②23周年③10周年

正解を応募いただいた方の中から図書カード3,000円分を

抽選で10名の方にプレゼント ! ふるってご応募く ださ い !

【 応募方法】 上記QRコードからWEBで回答または電子メール、
FAX、郵便ハガキのいずれかの方法で、必要記載事項を
ご記入のうえ応募してください。
応募先は、右記の静岡県袋井土木事務所 河川改良課

「 ものしり クイズ応募係」 まで

【 記入事項】 ①クイズのこたえ②住所③氏名④年齢⑤職業⑥電話番号
⑦「てくてく太田川第23号」をどこで入手しましたか？

• 新聞折込  • 回覧板  • 公共施設  • 観光施設  • その他（場所を記載）
⑧第23号を読んで新たな発見や感想等

【 応募締切】 2024年5月31日当日消印有効

【 当選発表】 当選者の発表は、賞品の発送をもって代えさせていた
だきます。

※ご記入いただいた個人情報につきましては、管理責任者を定め、紛失や漏洩が発生し
ないように努めます。また、上記の利用目的のみに使用し、第三者に提供することはご
ざいません。

編集局員を募集し ています !

編集会議では、新しい出会いや知識共有の場を提供します!!

磐田市、袋井市、掛川市、森町にお住まいの方、編集会議に参加

しませんか？

ブログ Facebook
もやってます! !
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イ
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ビ
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川を愛でる

小菅摩紀

寺田公嘉
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▲「こどもの日」にあわせて、こいのぼりの掲揚を行っています

▲ミズベリング今流美会の方々

▲昭和９年頃の今ノ浦川

▲被災の様子

▲復旧後

▲鉄筋組立状況

▲鉄筋を入れる所を掘削します

▲月の輪工法
 :土のうを積み上げている

▲大型積土のう工法

武藤君幸
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６
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０
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太田川水系をネットワークする情報誌
＼ 太田川を 知ること 見ること 知り合うこと ／
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グ
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会
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ベ
リ
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グ
今
流
美
会

六平井戸

カワアナゴを見つけたよ。
水生生物が生息して

いるんだね。

井戸を作った佐藤六平さんは、

明治大正昭和の時代を通して、

地域防災にとても貢献した人

だそうです！

  局

  

こいのぼりが  されるのは
新 橋付近から中川橋付近です

通ろい井という
井があります川に平行し
てその地下水を流す い
流れを造ています

てく てく 太田川 第23 号 太田川水系をネット ワーク する情報誌
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ウォーキングコースが
沢山あるんだね！

探
し
て
み
よ
う
！

探
し
て
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太
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川
水
系
の
魅
力
。
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水
系
の
魅
力
。

1

150

太田川水系 

1 太田川 小  川 掛川  川

2    川    川  代 川

3 川 川  名川

4川  川    川

5   川 川   川

6 磐田  川    川 小 川

7  川  木川 中 川

8 安  川 代川 川

9   川  山 川  間川

 川  山 川   川

磐田田中川  真川   川

野 川   川  川

田川 掛川 川大 川

貯水

宇洞谷古墳 の 

円田取水場

掛川市役所展望デキからの 望

天然ウナギ

安久路川

  

蟹田川

河
口
か
ら

㎞
、
か
つ
て
飯
田
城
が
築
か
れ
た
丘
陵
を

南
に
、
柿
畑
や
水
田
を
西
に
望
む
森
町
円
田
の
太
田
川
右

岸
に
取
水
場
が
あ
り
ま
す
。
将
来
的
に
良
好
な
水
質
や
構

造
上
の
安
定
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
理
由
に
、
平
成

年
度

に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

貯
水
の
た
め
の
堰せ

き

の
高
さ
は
１
ｍ
で
す
が
、
洪
水
時
に
は

中
の
圧
力
を
抜
い
て
倒
伏
さ
せ
、
水
位
を
下
げ
て
水
害
を

防
ぐ
ラ
バ
ー
堰
に
な
っ
て
い
ま
す
。
堰
の
幅
は

ｍ
、
両
岸

に
魚
道
を
設
け
て
鮎
の
遡そ

上
じ
ょ
う

に
も
配
慮
し
て
い
ま
す
。

こ
の
取
水
場
か
ら
磐
田
市
や
袋
井
市
、
森
町
な
ど

つ
の

市
町
に
水
道
用
水
が
安
定
的
に
供
給
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た

ち
は
太
田
川
の
豊
か
な
恵
み
の
中
で
生
き
て
い
る
の
で
す
。

安
久
路
川
は
、
磐
田
市
岩
井
地
先
の
県
道
新
屋
橋
付

近
を
起
点
と
し
、
西
貝
地
区
を
通
っ
て
今
ノ
浦
川
へ
合
流

す
る
川
で
す
。

磐
田
市
西
貝
地
区
は
昔

湿
地
帯
で
、
舟
に
の
っ
て
田
植

え
を
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
次
の
田
ん
ぼ
に
い
く
時
に
く

ぐ
っ
た
橋
は
、
め
が
ね
橋
と
い
っ
て
、
今
は
名
前
の
記
さ
れ

た
杭
だ
け
が
北
側
道
路
沿
い
に
残
っ
て
い
ま
す
。

川
は
、
ジ
ュ
ビ
ロ
ス
タ
ジ
ア
ム
を
東
に
見
て
南
に
流
れ
、

ひ
ょ
う
た
ん
池
を
西
に
見
て
電
車
の
線
路
に
沿
っ
て
西
に

流
れ
、
今
ノ
浦
川
に
合
流
し
ま
す
。

ひ
ょ
う
た
ん
池
東
側
の
土
手
や
第
２
見
付
踏
切
か
ら
西

側
の
土
手
に
は
、
春
に
な

る
と
桜
や
菜
の
花
が
満

開
に
な
り
、
電
車
を
み
な

が
ら
お
花
見
が
で
き
る

散
歩
コ
ー
ス
で
す
。
そ
の

土
手
か
ら
南
に
目
を
や

る
と
、
新
幹
線
が
走
っ
て

い
ま
す
。
運
が
よ
け
れ
ば

ド
ク
タ
ー

イ
エ
ロ
ー
に

出
会
え
る
か
も
？

太
田
川
の
下
流
域
に
あ
る
稗ひ

え

原ば
ら

橋
ば
し

は
、
河
川
敷
に
か
か

る
も
ぐ
り
橋
で
す
。
架
設
さ
れ
た
昭
和

年
当
時
は
、
太

田
川
東
側
の
広
大
な
田
ん
ぼ
の
耕
作
に
、
徒
歩
や
リ
ヤ

カ
ー
で
の
行
き
来
に
大
変
便
利
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

上
流
に
新
貝
橋
が
昭
和

年
に
架
設
さ
れ
る
と
、
大
型

の
農
業
機
器
も
通
行
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
主
役

を
譲
り
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
が
流
れ
る
中
、
令
和

年


月
、
台
風

号
の
豪
雨
に
よ
り
通
行
止
め
の
被
害
を
受
け

ま
し
た
。
そ
の
後
通
行
を
再
開
で
き
ま
し
た
が
、
原は

ら

野の

谷や

川が
わ

の
岡

お
か

野の

橋ば
し

は
、
流
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

昭
和

年
に
広
愛
橋
の
代
替
と
し
て
架
設
さ
れ
、
広
岡

と
愛
野
の
人
々
に
生
活

道
路
橋
と
し
て
ゆ
っ
た
り

と
し
た
時
間
を
も
た
ら

し
て
く
れ
ま
し
た
。

河
川
敷
に
か
か
る
橋

は
不ふ

適
て
き

格
か
く

橋
き
ょ
う

梁
り
ょ
う

に
よ
り

消
え
ゆ
く
運
命
に
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

近
く
を
逆
川
が
流
れ
る
掛
川
市
役
所
の
展
望
デ
ッ
キ
で

は
、
山
の
頂
で
感
じ
る
よ
う
な
風
を
感
じ
ま
す
。

こ
こ
は
昔
宇
洞
山
と
言
わ
れ
、「
宇う

洞
ど
う

ヶが

谷や

横
お
う

穴
け
つ

墳
ふ
ん

」
と

呼
ば
れ
る
古
墳
が
発
掘
さ
れ
た
場
所
で
も
あ
る
の
で
す
。

こ
の
墓
か
ら
は
環か

ん

頭
と
う

大た

刀ち

柄つ
か

頭
が
し
ら

や
変

へ
ん

形け
い

神し
ん

獣
じ
ゅ
う

鏡き
ょ
う

な
ど

が
出
土
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
き
っ
と
首
長
級
の
人
の
墓
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
。
ま
た
こ
の
辺
り
に
伝
わ
る
伝
説
に
「
山

麓
山
の
幻
の
皇
子
の
墓
」
が
あ
り
ま
す
。
病
を
患
っ
た
あ

る
皇
子
が
こ
の
地
に
た
ど
り
着
い
た
の
で
す
が
息
絶
え
て

し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
知
っ
た
皇
子
の
父
君
は
大
層
悲

し
ん
で
墓
を
建
て
た
そ
う
で
す
。
こ
の
山
の
風
は
ど
こ
へ
向

か
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
ね
。

時
の
匂
い
を
便
り
に
、
今
日
も
脈
々
と
風
は
流
れ
て
い

ま
す
。


の

ま
っ
た
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「
掛
川
の
む
か
し
話
」（
掛
川
歴
史
教
室
編
集
）

「
掛
川
市
宇
洞
ヶ
谷
横
穴
墳
発
掘
調
査
報
告
」（
掛
川
市
教
育
委
員
会
編
）

土
用
の
丑
の
日
と
い
え
ば
、

ウ
ナ
ギ
で
す
よ
ね
。
で
も
、
年
々

シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
の
減
少
で
値
段

は
う
な
ぎ
上
り
と
高
級
食
材
に

な
り
ま
し
た
、
が
朗
報
で
す
。

２
０
２
３
年

月
近
畿
大

学
で
ウ
ナ
ギ
の
完
全
養
殖
に
成

功
し
た
よ
う
な
の
で
、
い
つ
し
か

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
価
格
の
蒲
焼
き
が
普
通
に
食
べ
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
日
が
来
る
か
も
…
待
ち
遠
し
い
で
す
ね
。
個
人
的

に
は
天
然
ウ
ナ
ギ
（
も
ち
ろ
ん
自
分
で
捕
る
）
の
引
き
締
ま
っ

た
蒲
焼
き
が
好
き
で
す
が
…
。

ウ
ナ
ギ
の
８
割
以
上
が
淡
水
遡
上
歴
（
川
に
上
が
っ
た
）

が
な
か
っ
た
と
い
う
研
究
報
告
が
あ
る
よ
う
で
、
川
に
い
る

ウ
ナ
ギ
は
貴
重
な
生
き
物
な
の
で
す
。
流
れ
に
遡
っ
て
鍛
え

た
ウ
ナ
ギ
こ
そ
が
ス
タ
ミ
ナ
満
点
の
食
材
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
今
年
の
夏
は
ウ
ナ
ギ
の
穴
釣
り
に
挑
戦
し
て
猛
暑
を

乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

管
内
を
流
れ
る
二
級
河
川

の
数

は

河
川

内
太
田

川
水
系
は

河
川
。

そ
の
中
に
、
も
し
か
し
た

ら
、
ポ
ン
！
と
ひ
と
っ
飛
び

で
対
岸
に

着
地
出
来
そ
う

な
蟹
田
川
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。川
幅
の
狭
い
川
だ
け

ど
、れ
っ
き
と
し
た
二
級
河
川
で
す
。

袋
井
市
と
磐
田
市
の
市
境
を
流
れ
る
蟹
田
川
は
、
延
長



㎞
。そ
の
う
ち
上
流
部
３
㎞
ほ
ど
は
、
ほ
ぼ
ま
っ
す
ぐ
に

で
狭
い
川
幅
が
続
き
ま
す
。
東
名
高
速
袋
井

西
北
付
近

を
起
点
に
市
境
の
田
園
地
帯
を
長
閑
に
南
に
下
り
、
原
野

谷
川
へ
と
合
流
し
ま
す
。

起
点
近
く
に
、「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
太
田
川
さ
く
ら

通
り
蟹
田
川
」
の
看
板
が
あ
り
ま
し
た
。田
ん
ぼ
の
間
を
流

れ
る
川
の
ま
わ
り
に
は
自

然
が
い
っ
ぱ
い
。
近
く
に
は

コ
ス
モ
ス
も
咲
い
て
い
ま
し

た
。天
気
の
良
い
日
に
は
の

ん
び
り
と
散
歩
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。



河川敷にかかる稗原橋
  

3年程前から、試験的に行っている石組

み帯工。石を積み上げ、流れを緩やか

にすることで、河床が掘れるのを防ぐ効

果が期待されています。そして、多様な

水生生物の生息環境を創出し、子ども

たちが安全に親しめる川を目指

しています。

年2回、周辺の3つの自治会から 100名程

が集まり草刈りを行います。

最近見つかった古い文献によると、昭和の

初めころから、毎月、町内別に今ノ浦川の

清掃を行っていたことがわかりました。

ビ

20年前、磐田北小学校の児童たち

の提案から、ミ ズベリング今流美

会が制作したビオト ープ。生物が

住みやすい環境を目指しました。



貴重なお話ありがとうございました。

今ノ浦川を愛する気持ちが伝わりました！

ミズベリング今流美会 概要

平成年に会が発

会員構成地   名中学生名

コンル名建設業名

 合わせ先

    さん

※
１

低
水
路
部
分
に
設
置
さ

れ
、
水
位
が
上
が
る
と
水
の
中
に

潜
っ
て
し
ま
う
橋
。

   

  

   

  

まだまだ知らない魅力が
いっぱいあるんだね

にてました

PICKUP


